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1.はじめに 

鹿児島湾口西部に位置する指宿市指宿海岸とその沖合

に位置する知林ヶ島の間には長さ 800m の陸繋砂州(以下,

砂州と称す)が形成されている(図-1).この砂州は潮位変

動に伴い出現と消滅とを繰り返す日変動と,季節的に砂

州の出現位置が変化する季節変動を有している特異な砂

州であり,この砂州の変動特性は未だ明らかになってい

ない.そこで本研究は,定点カメラ観測による画像デ-タ

を取得し,その画像データを画像処理し,同時にアメダス

気象デ-タを用いて,この砂州の長期的な変動特性の検討

を行った. 

 

図-1 対象地域(左)と取得画像データ(右) 

2.定点カメラ観測について 

定点カメラ観測機器(図-2(左))を, 砂州が一望出きる

魚見岳山頂部(図-1)に設置した.撮影期間は,2012年 4月

から 2013 年 3 月に行ったが,機器の故障などで取得でき

た期間が限られたために,今回は 2012 年 6 月から 9 月の

期間のデータに的を絞り検討行った. 

 

図-2 定点カメラ(左)と射影変換画像(右) 

3.射影変換について 

今回,定点カメラが取得した画像ファイルを元に射影

変換を行い,オルソ画像を作成し,砂州の変動特性を検討

した.まず,これらのオルソ画像の整合性の検討とし, 

航空写真に撮影された砂州形状と射影変換画像の砂州形

状を比較し,その整合性を確認した. 

4.砂州の日変動と季節変動 

研究対象とした砂州には出現消滅を繰り返す日変動以

外に,季節変動を有している.具体的には,冬期(11-2 月)

において,潮位に関係なく砂州は出現(連結)しない.一方,

春期から秋期(3-10 月)にかけて,砂州は出現と消滅を繰

り返す.さらに,出現した砂州の形成位置は南北方向に大

きく移動するサイクル(100m規模)を有していることがわ

かっている.またこれまでに,砂州の年平均出現潮位は

100cmであると推定している. 

5.砂州出現期(3-10 月)における砂州の変動特性 

まず,3-10 月の期間における砂州の移動するサイクル

の詳細について検討した結果,砂州が出現しない砂州消

滅期(11-2 月)においては,砂州全体の形成位置がほとん

ど移動しないことがわかった.さらに砂州の出現期に入

ると,砂州は3-10月中旬まで北上を続け100m程度移動す

ることが推定された.そして 10 月末から 11 月にか

け,100m 程度南下することがわかった.図-3(左)は,年平

均出現潮位(100cm)時の,3月時点での砂州位置を示す. 

 

図-3 砂州出現の様子(左)と風配図
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また,図-3(右)は砂州が北上を続ける期間である 3 月か

ら 10 月までの風配図(10 分間の平均風速)を示す.図-3

から,砂州が出現する時,砂州の南側に風波による砕波が

発生していることがわかる.また風配図より風速 2m/s 以

上のこの海域においては比較的強い風が継続して南から

吹いていることがわかる.つまり,この継続して吹く南風

が砂州の北上を助長している一因だと考えられる. 

6.砂州出現期(6-9月)における砂州の出現潮位 

6-9 月の期間におる取得画像デ-タから算出した砂州の

出現潮位・推算潮位・日平均風速・降雨について検討した

結果を図-4に示す. 

 

図-4 出現潮位・推算潮位・日平均風速・降雨 

この図より,砂州の出現潮位は時期により最大で 150cm,

最小で 50cm まで大きく変動することがわかった.また砂

州は 1 日の中で潮位変動に合わせて,出現消滅を繰り返

すために,干潮時潮位と満潮時潮位との相関係数を求め

た.また,()内は相関係数を示す.砂州の出現潮位と満潮

時潮位には,負の相関(-0.52)が見られ一方,出現潮位と

干潮時潮位には,正の相関(+0.42)が見られた.出現潮位

の全体的な変動は潮位変動と連動することがわかったが,

図よりも明らかなように,干潮潮位が低いと出現潮位が

低くなる場合と低くならない場合が見てとれる. 

次に砂州の出現潮位と日平均風速の関係について検討

を行う.日平均風速が 2.5m/s 以上継続して作用する期間

と,干潮時潮位が 50cm 以下になる期間(例えば,6 月中

旬,7月中旬,8月初旬,9月初旬)が重なると砂州の出現潮

位が著しく低下することが分かった.しかしながら,同じ

条件であっても 7 月初旬には,出現潮位が低下しない場

合もあるので,干潮時潮位と日平均風速のみで,砂州の出

現潮位が決定されないことが推測された. 

また砂州出現時の射影変換画像の検討を行い,出現潮位

に影響を与える因子として,干潮時潮位と風速以外に降

雨の影響があるのではないかと考えられた.その検討結

果の一例を図-5に示す. 

 

図-5 降雨・台風・風と出現潮位 

左部は降雨がある時の画像で,右部は降雨がない時の画

像である.気象デ-タ(図-4)より,出現潮位が低い 70cm 以

下の日はすべて雨が降っていた.また図-5より,雨が降ら

ずに出現潮位が低い日は風波による砕波の様子が見られ

た.つまり,雨が降ると出現潮位は 70cm 未満と小さくな

り,また波が強い,つまり風が強いと雨が降らなくても出

現潮位が低くなることが推測できた. 

7.まとめ 

(1)砂州は南北に 100ｍ程度移動する季節変動を有し,そ

の影響因子として風場が影響している 

(2)砂州の出現潮位は時期により大きく異なる 

(3)砂州の出現潮位に影響を与えている因子として,満潮

潮位・干潮潮位・日平均潮位さらに降雨が推測可能 

8.おわりに 

本研究では 1 年分のデ-タでのみの検討となったが,今

後は複数年度も検討することでより正確な検討を行いた

い. 
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